
ty
Å;.360

言脛 iH･ぷ゛こ

恥
　　　　　　　　　東下台の繩解地蔵尊参道の桜も満開となった４月５
いおぷがちｰs

ヽおとなりにある第４保育所の入所式が行われ、7

　　　　　4､11　　　　　　　　名の子供たちが、お母さんに連れられて入ってきまし

　　　　　　　　　た。

･･‘●　　　　　’･●　　　　　　　　　　平成になって初めての新しい子供たち（町の５つの冶　
λ　で　　　

保育所全体で35名）が、保育所の先生や児重たちと早

　　　　　　　　　　　　　　　　　＜慣れて、みんなといっしよに明る＜楽しい保育所生

活かおくれますように。
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町施設落成を祝う
　　昭和63年度事瀕1により完成した田」一拍il没の合ヽ同落成式

か’、３月29日、壬jlこ町農1瘍会館において、町陥l会1義貝

をはヒめ_工事一関ｲ系者など約70名の方々を招いて１りっれ、

児童館、r一生小（増改築）、そして、壬生北小プー一几

の諾ii没落成をお６ヽました。

　児　　童　　館　　　　　　　　　　　落　　成　　式

名
施
設
の
建
設
概
要

◇
壬
生
町
児
童
館
新
築
工
事

所
在
地
　
大
字
壬
生
丁
ニ
ハ
ー
番
地

羞
　
工
　
昭
和
６
３
年
９
月
１
２
日

完
　
成
　
平
成
元
年
２
月
２
８
日

記
工
費
　
四
、
七
五
四
万
円

施
設
概
要
　
木
造
一
階
建
て
（
一
部

鉄
骨
造
）
一
言
九
・
二
回
�
。
プ
レ

ー
ル
ー
ム
や
図
書
室
、
工
作
号
集

会
場
、
事
務
室
ほ
か
。

◇
壬
生
町
立
壬
生
小
学
校
増
改
築
工

　
事
（
郵
便
局
簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
融
資
施
設
）

所
在
地
　
本
丸
谷
丿
目
三
番
七
サ

着
　
工
　
昭
和
６
３
年
４
月
２
９
目

完
　
成
　
平
成
元
年
３
月
１
０
口

総
工
費
　
五
倫
四
、
四
託
斤
万
円

施
設
概
要
　
校
舎
棟
－
鉄
面
Ｊ
ン
ク

リ
ー
ト
啓
二
階
建
三
上
八
八
。
門

火
規
模
改
造
－
家
庭
科
率
、
図
工
率

ほ
か
五
三
国
心
…

　
　
　
　
　
　
　
　
）

◇
壬
生
町
立
壬
生
北
小
学
校
プ
ー
ル

　
建
設
工
事
（
郵
便
局
賜
易
保
険
・

　
郵
便
年
金
融
資
施
設
）

所
在
地
　
吉
子
北
小
休
一
礼
○
番
地

羞
　
工
　
昭
和
６
３
年
４
月
２
９
日

完
　
成
　
昭
和
６
３
年
７
月
９
日

総
工
費
　
四
、
▽
託
言
万
円

施
設
概
要
　
プ
ー
ル
六
八
二
・
三
心

　
　
　
　
　
附
属
練
託
四
・
四
四
匹

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

　
融
資
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
処
坪
区
域
内
心
下
水
道

の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
く
み
取

り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

た
め
の
心
安
な
資
金
を
融
資
あ
っ
せ

ん
い
た
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
万
は
、
町
ま
た
は
公
認

工
事
大
へ
ご
絹
江
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
者

①
処
理
区
坑
内
の
建
染
物
心
所
有
者

ま
た
は
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
を
得

て
使
用
す
る
方
。

②
町
悦
倫
立
者
貝
爪
金
・
下
水
道

使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

③
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
有
す
る
方
。

対
象
工
事

　
処
坪
区
域
内
に
お
い
て
、
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
丁

令
及
び
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
、

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事
。

あ
っ
せ
ん
の
条
件

方法 限度額

ケ|前
月　資

以　を

内　受

でけ
　｀　た

毎　夕

月　月

光　か
金　ら

陶詣

円　改

　○　造

　　工

　　事

　　一
　　伴

　　に

　　つ

　　き

　　詣
　　方

｀Wy

]可‾デコj]亘

等
分
割
の
返
済
。
た
だ
し
、

繰
上
げ
返
流
石
で
き
ま
す
。

　
－
　
－
・
ｌ
　
ｊ
　
　
－
一
一
－

無
利
子
（
町
が
融
資
機
関
に

支
払
う
）
。
た
だ
し
、
腸
尹

の
遅
延
に
よ
る
利
子
は
、
借

主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
必
衰
あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
は
、

　
排
水
設
備
の
計
画
確
認
申
請
の
際

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
融
資
あ
っ
廿
ん
が
審
査
の
結
果
決

　
定
し
た
と
き
は
、
「
融
資
あ
っ
せ

　
ん
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
融
資
機
関
で
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
に
行
わ
れ
た
公

共
下
水
道
管
渠
整
備
事
業
は
、
郵

便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
か
ら

融
資
を
受
け
行
わ
れ
ま
し
た
。



111111FIIIII111111131111111111111111mllllllllllllllll広報みぶ|lllllllllllllllllllllllllllllllllllll11

新町名に変わります

国谷地区市街地

(11月１日から)

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

四
次
と
し
て
国
谷
地
区
淑
御
地
（
国

サ
、
至
宝
町
北
部
、
至
宝
町
南
部

国
谷
外
道
の
一
部
自
治
会
）
を
対
象

に
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
区
域
も
大
字
が
入
り
混
じ
っ
て

い
て
、
完
地
化
か
進
み
土
地
の
分
割

等
に
よ
り
住
所
が
わ
か
り
に
く
く
な

る
な
ど
、
様
々
な
不
都
合
が
生
じ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
わ
か
り

や
す
い
住
所
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
新
し
い
住
居
表
示
実
施
に
よ
る
町

割
り
及
び
町
名
に
つ
い
て
は
、
関
係

自
治
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ノ
二
月
の
町
議
会
に
お
い
て

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
十
一
月
盲

実
施
を
目
標
に
事
務
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

○
実
施
区
域

吉
下
国
谷
の
一
部
、

　
″
壬
生
甲
の
一
部

　
″
壬
生
丙
の
一
部

　
″
北
小
林
の
一
部

″
大
字
安
塚
の
一
部

約95ヘクタール

○
実
　
施
　
時
　
期

・
平
成
元
年
十
一
月
一
日
実
施
予
定

Ｏ
町
割
り
及
び
町
名

　
町
割
り
に
つ
い
て
は
、
道
路
、
鉄
道
、

水
路
等
を
境
に
ハ
区
画
と
な
り
ま
す
。

　
町
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
大
字

に
変
わ
り
ハ
つ
の
町
名
が
昭
和
六
十

三
年
十
一
月
九
日
に
告
示
し
、
平
成

元
年
三
月
ト
六
日
に
議
決
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
新
し
い
町
名

　
ふ
言
丁
目
・
落
合
二
丁
目
・
落

　
合
三
丁
目
　
却
町
、
あ
け
ぼ
の
町
、

　
至
宝
一
丁
目
・
至
宝
二
丁
目
・
至

　
寓
二
丁
目

○
街
区
割
り
及
び
街
区
番
号

　
街
区
割
り
は
、
ハ
つ
に
町
割
り
し

た
区
画
を
、
追
跡
等
で
さ
ら
に
小
さ

く
区
割
り
し
た
区
画
（
街
区
）
に
番

号
を
つ
け
ま
す
。
こ
れ
が
街
区
符
号

で
す
。
番
号
は
、
国
谷
駅
に
近
い
街

区
か
ら
蛇
行
式
に
よ
り
順
序
よ
く
っ

け
ま
す
。

○
住
居
番
号

　
住
居
番
号
は
、
各
街
区
ご
と
に
西

北
の
角
を
起
点
と
し
て
、
有
ま
わ
り

に
外
周
を
十
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
区

切
り
、
基
礎
番
号
を
Ｉ
か
ら
順
に
っ

け
、
建
物
の
主
な
出
入
口
に
面
す
る

基
礎
番
号
を
も
っ
て
、
そ
の
建
物
の

住
居
番
号
と
し
ま
す
。

街区番号　住居番号

二
〇〇　番○○号

○住居の表し方

　（例）　　　町　名

　　　　　つ

　壬生町　寿　　　町

に工ご）
従来の地番

｢‾‾‾‾‾‾‾ｌ
ＯＯＯＯ番ＯＯ

表し方

　町　名

｜　　‾¬

○土地の

(例)

町壬生町　号

ﾍﾞニヤ）
従来の地番

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を

受
け
る

　
　
　
　
（
自
治
宝
く
じ
助
成
）

　
町
で
は
、
コ
ミ
エ
ニ
テ
イ
事
業
推

進
の
た
め
、
贈
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
自
治
宝
く
じ
収
益
金
に
よ
る
昭
和

六
十
三
年
度
一
般
Ｊ
ミ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
、
一
九
〇
万
円
の
助
成
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
助
成
金
に
よ
り
、
ヲ
シ
ュ

テ
ィ
セ
ン
ク
ー
用
暗
幕
や
ワ
ー
プ
ロ

等
印
刷
備
品
を
そ
ろ
え
る
と
と
も
に

余
暇
の
Ｊ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
を

図
っ
て
い
ま
す
。

¬

○○○○番地○○

表し方

　町　名

r‾‾‾‾‾‾1

○本籍の

(例)

町壬生町　升

※なお、土地及び本籍の表し方については、区画整理

の換地処分の公示のあった日の翌日から効力発生しま

す。

　以上、国谷地区市街地の住居表示のあらましについ

て触れてきまＬたか、今後、さらに実施区域のみなさ

んのご協力をいただくことになると思いますが、新し

い町づくりのため、よろしくお願いします。

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
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平成元年度一般会計予算額73億4,800万円

一般会計

　平成元年度の町予算が、３月フ日から16日ま

で開かれた定例町議会で可決されました。

　４月１日から１年間、この予算をもとに各種

の施策、事業を実施していきます。元年度予算

は、従来にも増して厳しい財政事情のなかで、

経費の節減に努め、住民生活の安定・住民福祉

の向上をめざした「活力と創造に満ちたふれあ

いの町づくり」予算を編成しました。

　なお、一般会計の当初予算は､総額73億4､800

万円で、前年度に比べ、8億7､800万円（13.6％）

増です。本年度は、町制施行100周年にあたり、

各種記念事業等を予定しています。

グラフで見る〔一般会計〕

　　歳入歳出の構成内訳

2憧9,510万

3憧7,146万円

０
　
０

Ｑ
‥
ｙ
　
り
£

一般会計当初予算の推移

60

61 62 63 元　年度
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３．生きがいのある社会福祉の充実

　　健康ふくしまつり事業補助　200万円

　　社会福祉協議会補助　　　1,068万円

　　福祉タクシー　　　　　　　　191万円

　　デイ・サービス事業　　　　591万円

４．活力ある地域産業の振興

　　農道及びかんがい排水整備事業

　　　　　　　　　　　　　1億296万円

　　県営基幹排水対策　　　　4,158万円

　　　特別事業負担金（恵川・藤井）

　　団体営及び県営圃場整備事業補助

　　　　　　　　　　　　　　2,225万円

　　観光協会補助　　　　　　　　476万円

　　町中小企業融資制度貸付金5,500万円

５．安全で快適な生活環境づくり

　　し尿処理施設建設事業　4億9,117万円

　　常備消防組合負担金　　2億6,759万円

　　消防施設整備　　　　　　3,100万円

　　（防火貯水槽・消防自動車）

　　水道管等整備　　　　　　9,736万円

　　下水道管渠築造事業　　7億4,750万円

仁創造性に富む

　　　庖豊かな人づくり

　町史「通史編Ｉ」発行　　1,060万円

安塚小プール建

壬生小外構工事

　　図書貸出推進事業

　　(移動図書館)

　　ふれあいフール整備

2.明日を作る

　　基礎的条件の整備

町道新設改良事業

壬生城址公園整備事業

国谷第犬児童公園

国谷第二于整備事業

壬生聖地公園整備事業

仮称壬生町運動公園

　　　　　　用地取得

特
別
会
計

企

業

会

計

ﾜlj才永宍戸逼回り参]戸蜃寸千万 宍尚尚峯子1

,

綸ﾌﾟiCﾜﾂ|

゛　･､，　・゛｀.S♂%%♂♂%以

ﾂﾞ簸昶痴ぞii

企
業
会
計ソ

収　益　的　収　支 4億　661万3千円 3.2％

　　　淑　入
資本的生支　　出

　5,243万円

1億5,794万4千円

290.4％

23.0％

※資本的収入額が、支出額に対して不足する額は、過

年度及び当年度分損益勘定留保資金で補てんします。

1億1,213万円

1,307万円

3､733万円

6憧5,422万円

1億　910万円

　2,100万円

1億6,500万円

7億5,988万円

平成元年３月１日現在　人[]38､684人、世帯11､138世帯

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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七宝焼き風景

公
民
館
ま
つ
り

「
消
費
生
活
展

」
か
合
同
で
開
催
さ
れ
る

　
第
二
㈲
公
式
館
ま
つ
り
二
百
十

一
、
十
二
日
足
千
生
町
消
費
生
活
展

（
十
二
日
）
が
、
中
央
公
式
館
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
勺

　
公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
各
講
座
受

湊
生
の
方
々
や
公
民
館
を
利
用
し
て

活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
み

な
さ
ん
が
、
今
ま
で
に
培
っ
て
き
た

成
果
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
た
く
さ

ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
の
会
場
で
は

町
消
背
生
活
展
を
開
催
し
、
入
７
、
問

題
に
な
っ
て
い
る
訪
開
版
売
宍
啓
発

才
不
ル
の
展
示
な
ど
、
消
費
者
生
活

に
蜜
着
し
た
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま

し
勺

　
会
場
に
は
、
ご
供
瀧
れ
の
お
母
さ

ん
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
公
民
諒
ま
つ
り
の
益
金
の

。
卸
壮
言
八
円
）
を
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ぷ
日
と
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
″

　
　
％
山
形
由
美
コ
ン
サ
ー
ト

　
現
が
、
ク
ラ
シ
マ
ク
か
ら
ポ
ブ
フ

ス
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
帽
広

口
心
奥
活
動
で
注
目
を
集
め
、
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
や
ト
ー
ク
番
組
で
も
活
躍
中

の
フ
ル
ー
ト
奏
者
山
形
由
美
さ
ん
の

ヲ
パ
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
フ
ル
ー
ト
の
匹
‥
に
か
な
音
色
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
．

岫
」
」
黙
）

五
月
旱
百
㈲

尚
尚

開
場
午
後
一
時
ニ
サ

開
演
午
後
二
時
か
ふ

心

　
千
生
町
中
央
公
民
館
犬
ホ
ー
ル

入
場
料

ｏ
一
　
　
　
般
　
一
、
〇
〇
〇
円

ｏ
高
　
校
　
生
　
　
ハ
Ｏ
Ｏ
円

ｏ
小
・
中
学
生
　
　
　
五
〇
〇
円

※
入
場
券
は
四
月
ナ
三
日
呆
）
か
ら

　
中
央
・
公
民
館
、
稲
葉
地
区
公
民
館

　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
で
取
扱
っ
て

　
お
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
月
曜
日
と
火
曜
日
の
午

　
的
中
、
公
民
館
は
休
館
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。

゛ふらy/，･gQ

あ達者

　カッフjl，

９塚－作木字疎ん
⑦

洋
服
仕
立
て

　
を
四
十
年

　
　
言
・
吝
さ
ん
の
注
文
に
ま
に

あ
わ
な
い
と
き
は
、
子
供
を
背

負
っ
て
夜
の
十
一
時
頃
ま
で
働

き
ま
し
た
ご
と
、
政
言
え
（
八

十
一
歳
）
、
奥
さ
ん
の
ヲ
ト
さ

ん
兄
・
ド
七
歳
）
は
、
囚
十
年

間
続
け
た
洋
服
仕
立
て
の
当
時

を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。

　
ヲ
ト
さ
ん
は
、
中
泉
の
大
き

な
農
家
か
ら
嫁
い
で
き
ま
し
た

が
、
仮
初
は
憐
れ
な
い
証
呉

裏
近
し
作
業
″
な
ど
で
、
た
い

へ
ん
苫
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
結
婚
さ
れ
て
五
十
年
が
た
ち

現
在
仔
犬
の
子
供
さ
ん
と
士

。
4
r
4
Z
y

y
’

i

4
4

｀W゛

入
の
お
孫
さ
ん
、
そ
し
て
Ｉ
人
の
ひ

孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
お
二
人
の
楽
し

み
は
、
年
に
四
～
五
回
そ
ろ
っ
て
出

か
け
る
旅
行
で
、
「
風
呂
の
中
で
、

全
国
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

け
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
ご
と
い
い

ま
す
。

　
ま
た
、
体
を
勣
か
す
野
菜
づ
く
り

も
大
好
き
で
、
子
供
ざ
ん
や
近
所
の

万
に
分
け
た
り
し
て
、
喜
ば
れ
て
い

い
ま
す
。

　
お
二
人
の
健
康
の
秘
け
っ
を
た
ず

ね
る
と
、
政
一
さ
ん
が
「
酢
を
常
食

し
、
塩
分
を
お
さ
え
て
う
す
昧
に
し

て
い
る
几
ヲ
ト
さ
ん
は
「
吉
四
に
を

食
べ
た
り
、
散
歩
で
足
を
鍛
え
て
い

る
」
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます
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表
町
の
愛
宕
裏
土
地
区
画
整
理
事

業
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
三
月
二
十

五
日
、
同
地
内
で
町
長
、
町
議
会
議

員
ら
多
数
の
来
寅
出
席
の
も
と
、
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
愛
右
袁
上
地
区
画
整

理
組
合
（
小
田
延
紙
一
理
半
長
）
が
、

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
進
め
て
い
た

も
の
で
、
東
武
宇
都
宿
縁
南
側
の
総

面
接
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
快
適
な
居

住
環
境
の
市
街
地
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
中
に
縁
側
を

　
人
権
問
題
講
演
会
が
、
三
月
二
十

三
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
振
興
を
考
え
る

　
三
月
二
十
八
日
、
農
協
会
館
を
会

場
に
し
て
農
政
対
策
協
議
会
主
催
の

農
政
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
村
靖
彦
先

生
を
招
い
て
、
「
日
本
農
業
の
今
後

の
方
向
」
と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
円
高
に
よ
り

安
い
農
産
物
が
ア
メ
リ
カ
以
外
に
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
八
っ
て
く
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
日
本
の
農
業
も

出
際
化
を
向
え
て
お
り
、
そ
れ
を
前

提
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
、
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
消
費

者
志
向
（
①
健
康
、
②
グ
ル
メ
、
③

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
う
ま
く
と
ら
え

消
費
者
に
好
ま
れ
る
も
の
を
作
っ
て

い
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
有
機
栽
培

や
無
芸
薬
野
菜
（
現
実
に
は
難
し
ザ

な
ど
や
農
産
物
の
産
地
化
に
よ
っ
て

ほ
か
の
商
品
よ
り
付
加
価
値
を
高
め

て
行
く
こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
「
綿
蜜
な
市
場
訓
告
を
し

て
消
費
者
の
志
向
に
応
え
て
行
く
こ

と
が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
来
ら
れ
た
農
業
関
係
者
の

人
た
ち
は
、
熱
心
に
講
演
に
坪
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
「
野
薔
薇
の
道
」
で
昭

和
六
十
一
年
の
第
六
ト
三
回
文
学
界

新
入
賞
を
受
賞
、
同
年
の
県
文
化
奨

励
賞
も
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
活

躍
が
注
目
さ
れ
て
い
る
作
家
で
西
那

須
野
町
在
住
の
松
本
宮
生
さ
ん
（
五

二
次
）
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
今
な
ぜ
ゴ
こ
ろ
拓
時
代
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、
「
人
権
問

題
は
こ
こ
ろ
の
歩
み
寄
り
、
つ
ま
り

人
間
と
し
て
よ
二
半
あ
ゆ
み
寄
っ

て
行
く
こ
と
が
大
切
」
と
力
説
し
。

　
「
私
た
ち
は
、
家
に
縁
側
（
人
と
人

の
縁
を
結
ぶ
も
の
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
！
う
に
、
私
た
ち
の
心
の
中
に

も
縁
側
を
取
り
入
れ
て
は
し
い
」
と

話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成

重
度
心
身
障
害
者
を
対
象
に

　
町
で
は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
の
交

通
機
関
を
利
用
す
る
の
が
出
離
な
重

度
心
身
障
害
の
方
が
、
通
院
等
の
た

め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料

金
の
一
部
助
成
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
助
成
に
よ
っ
て
、
生
活
圏

の
拡
大
と
社
会
参
加
の
促
進
に
役
立

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
助
成
対
象
者

ｏ
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
一
犬
一
級
の
方
。

ｏ
精
柿
葺
弱
者
更
正
相
談
所
ま
た
は

　
児
童
相
談
所
で
療
育
手
帳
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
程
度

　
が
Ａ
（
足
石
）
と
判
定
さ
れ
た

　
方
。

★
助
成
の
内
容

ｏ
助
成
券
て
こ
ケ
月
に
っ
き
二
枚

　
交
付
し
ま
す
。

ｏ
乗
者
一
回
に
つ
き
、
助
成
券
一
枚

　
を
使
用
す
る
も
の
と
し
、
助
成
額

　
は
中
型
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
相
当

　
額
と
し
ま
す
。

★
助
成
の
申
請

ｏ
壬
生
町
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
申
請

　
害
に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

　
育
手
帳
を
添
え
て
、
福
祉
課
へ
申

　
靖
し
て
く
だ
さ
い
。

ります壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつく
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
⑩
一
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　南犬飼地区でもダンスやカラオケ愛好者は多く、上長

田をはじめ、肋谷、北小林、安塚などの自治会の中には

鹿沼市などへ踊りを習いに通っている熱心な方もいます。

　国谷外道自治会でも毎週土曜日の夜、愛好者10名が公

民館に集まり、カラオケやダンスを楽しんでいます。

　壬生氏の菩提寺である常楽寺の守護神・三日月尊天の

大祭が、４月３日行われました。三日月様は開運、厄除

け、子育て、縁結びの御利益があり、近郷近在から老若

男女が参詣してにぎわいました。

　また、恒例の下野大福茶会も催され、たくさんの信者

がお茶を飲み、無病息災を祈念しました。

地
域
の
特
色
を

　
生
か
し
た
料
理
づ
く
り

　
三
月
二
十
九
日
、
壬
生
町
生
活
改

善
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
地
域
の
特

産
品
や
新
鮮
な
材
料
の
保
存
法
と
調

理
法
を
研
究
し
あ
い
、
伝
示
し
て
行

こ
う
と
、
役
場
住
民
課
前
の
町
民
ホ

ー
ル
で
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
料
理
、
米
料

理
の
展
示
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
ト
三
年
度
の
事
業
ご
と

収
穫
を
夢
み
て

の
写
真
展
示
や
ク
ラ
ブ
員
の
作
品
（
日

光
彫
な
亘
展
示
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
の

竜
田
揚
げ
や
手
作
り
み
そ
の
試
食
も

い
っ
し
ょ
に
行
わ
れ
、
農
村
に
性
む

婦
人
た
ち
の
地
試
作
を
生
か
し
た
生

活
改
善
の
活
動
状
況
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

睦
老
人
ク
ラ
ブ
員
と
い
つ
し
よ
に
植
え
付
け

　
三
月
二
十
七
日
、
町
の
授
産
施
設

睦
作
業
所
の
農
園
で
、
じ
や
が
い
も

の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
作
業
所
の
人
達
と
睦
地
区
傘
下

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
の
協

同
作
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
。

　
「
大
き
な
じ
ゃ
が
い
も
が
取
れ
る
か

な
」
と
、
同
作
業
所
の
子
供
達
も
瞳

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
植
え
付
け
の
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
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短
　
　
歌

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
川
小
千
代

や
ま
び
こ
」
の
発
も
し
ホ
ー
ム
に
佇
ち
つ
く
す

　
　
　
　
　
わ
が
裡
に
降
る
故
郷
の
雪

麹
音
に
負
け
ぬ
ボ
リ
ュ
ー
ム
ラ
ヂ
オ
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
若
き
大
工
の
仕
事
捗
る

）
筆
の
墨
を
指
も
て
扱
き
お
し
ぼ
り
を

　
　
　
　
　
　
ま
つ
黒
に
す
る
一
年
坊
主

気
ご
こ
ろ
の
知
れ
し
同
志
の
花
見
会

　
　
　
　
異
端
者
も
な
く
和
や
か
に
果
つ

　
　
　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
亡
き
妻
の
言
し
湯
呑
や
黄
水
仙

鈴
木
佳
世
子
　
　
寒
鮒
や
バ
ネ
を
秘
め
っ
つ
身
じ
ろ
が
ず

　
　
　
　
　
　
　
母
の
後
退
ふ
子
を
抱
け
ば
北
風
の
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
噴
水
の
光
を
散
ら
す
小
春
か
な

秋
山
　
セ
ン

神
林
　
文
恵

渡
辺

佐
藤

奥
村

粂
川

寅
八

と　淑
し　子

綾
子

尚

･

゛“ち'

呂

j

9

｀

し

尚
ふJ

Jy

j

｀

……

゛

｀

j
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ヽ

J
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チピッ子アjl,ハム

岩田箱似ゃ言言にレー　　浩貴ちゃん(左)大森‥　　　(松原)
　　麻弥ちゃん(右)

昭
和
五
十
九
年
四
月
生
ま
れ
（
四
歳
）

　
（
父
）
岩
田
多
計
志

　
＾
母
゛
　
″
　
恵
子
さ
ん
の
長
男

春
香
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
誰
か
ら
も
好
か
れ
る

　
心
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
六
十
一
年
二
月
生
ま
れ
（
三
歳
）
長
男

　
″
六
十
三
年
一
月
生
ま
れ
（
一
歳
）
長
女

　
（
父
）
大
森
雅
美
さ
ん

　
（
母
）
　
″
昌
子
さ
ん

あ
佞
－
ｅ
ん
か
Ｓ
一
言

　
歌
が
大
好
き
な
兄
妹
で
す
。

　
マ
イ
ク
を
も
っ
４
ら
は
な
し
ま
せ
ん
。



広報み

s.Sこ|||||||』||lllllllllllllllllllllllll

10 111111111閣|開口

３月の町内価格

四万瀬 １　等　粉
　l　kg 155～　238 198 196

鮒才｡万嫉 も　も　肉
　　100g 118～　178 153 156

UI浪]とう]縦i逼U[1 ビ　ン　入
　1，650g 350～　468 390 423

ど肺炎上士帚1
上　白　糖

　　l　kg 198～　250 224 229

示顕紬 濃ロポリ入
　１　必 178～　340 246 234

妬心 100g 125～　298 200 201

水煮６号
　200g

98～　145 １１３ １１１

150g 798～1,150 1，026 852

廉鰯朧 l　kg 65～　250 143 157
U宍額と1席回WyW

Ilh
l　kg 130～　250 177 162

言謙言宍j 10個入　Ｍ 123～　210 148 142

朧朧㈱ 1,200枚 185～　278 239 240

400枚 95～　148 124 130

4.1kg /98～　980 915 909

厠願 380mg 145～　288 156 176

東郷席 30cmx20m 130～　198 175 182

御高融JG11
25cmx8m 108～　138 121 129

|厠示談自派U
１８　必 630～　ｱ50 696 690

謁朧朧 ５　� 2､660～2,660 2,660 2,650

心胆 レギュラー
　ｌ　ｇ 110～　118 １１４ １１４

１　必 65～　ｱ0 66 65

▼むなつ
お今つどのと
む年のでこ言
つか話寝とつ
のら　｀たでて
必医できはも

要療摩りあ　｀

身近㈲税/の/

/い/ろ/い/ろ/⑧

　
最
近
、
洗
浄
剤
と
漂
白
剤
（
家
庭

用
洗
剤
）
の
併
用
に
よ
る
死
亡
事
故

ｍ
　
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
亨
庭
の
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
洗

浄
剤
に
は
、
塩
素
系
の
も
の
と
酸
性

タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
特
に
塩
素
系

の
も
の
は
、
漂
白
と
カ
ビ
と
り
に
効

果
か
お
り
、
鼻
に
ツ
ン
と
く
る
刺
激

冥
加
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
塩
素
が

ス
と
い
う
有
毒
な
ガ
ス
で
、
通
常
の

使
用
で
は
徐
々
に
発
生
す
る
の
で
す

が
、
酸
性
タ
イ
プ
の
洗
浄
済
と
併
用

す
る
と
、
急
激
に
ガ
ス
加
発
生
し
、

ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
風
通
し
の
悪

い
所
で
は
ガ
ス
加
充
満
し
、
非
常
に

危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
安
全
な
使
用
の
た
め
、
次
の
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
す
る
前
に
「
塩
素
系
」
か
ー
酸

　
性
タ
イ
プ
」
か
必
ず
確
認
す
る
。

②
塩
素
系
の
も
の
は
ゴ
ム
手
袋
な
ど

　
を
使
い
、
使
用
量
を
確
か
め
て
か

　
ら
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
塩
素
系
の
ス
プ
レ
ー
式
を
使
用
中

　
に
目
や
皮
膚
に
つ
い
た
時
は
、
す

　
ぐ
に
水
で
十
分
に
洗
い
落
と
す
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
目
や
の
ど
の
痛
み
を
感

　
し
た
り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
時
は

　
す
ぐ
に
外
に
出
て
新
鮮
な
空
気
を

　
吸
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
医

　
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

おむつ代が

　肋かります

　
と
言
っ
て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む

つ
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気

な
ど
で
寝
た
き
り
の
人
の
た
め
の
お

む
つ
の
話
、
で
す
。

▼
今
年
か
ら
医
療
費
控
除
の
対
象
に

　
お
む
っ
の
必
要
枚
数
は
個
人
差
か

お
り
、
ま
た
病
状
に
よ
っ
て
も
違
い

ま
す
が
、
一
日
に
少
な
い
人
で
二
、

三
枚
、
多
い
人
に
な
る
と
十
四
～
十

三
枚
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
病
入
用
の

お
む
つ
は
一
枚
一
〇
〇
円
大
言
○

円
で
す
か
ら
、
仮
に
Ｉ
〇
〇
円
と
し

て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
日
一
、

四
〇
〇
～
一
、
五
〇
〇
円
が
お
む
つ

代
に
か
か
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
寝
た
き
り
の
病
人
を
抱

え
る
家
庭
の
、
こ
う
し
た
経
済
的
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
今
年
か
ら

お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
に

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
お
む
つ
代
は
、
六
ヵ
月
以
上
寝

-

た
き
り
で
、
お
む
っ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
と
医
師
が
認
め
た
人
の
場
八
‥

に
限
ら
れ
ま
す
。

▼
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

　
書
類

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確

定
申
告
を
行
い
、
そ
の
際
、
医
療
費

の
支
出
を
証
明
す
る
領
収
書
を
添
付

す
る
か
、
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
む
っ
に
っ
い
て
は
、
医
師

が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

と
、
そ
の
証
明
書
を
も
ら
っ
た
日
以

後
の
お
む
つ
代
の
領
収
書
（
患
者
の

氏
名
お
よ
び
お
む
つ
代
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
も
の
）
炉
心
要
と
な

り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
に
約
二
十
二
万
人
と

推
定
さ
れ
る
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

を
は
じ
め
、
お
む
っ
を
必
要
と
す
る

病
人
の
い
る
家
庭
に
と
っ
て
、
お
む

つ
代
の
控
除
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　
な
お
、
昭
和
六
圭
二
年
分
か
ら
医

療
費
控
除
を
計
算
す
る
際
、
従
来
五

万
円
だ
っ
た
足
切
り
限
度
額
が
ナ
カ

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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一

国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
す
か
？

　
み
な
さ
ん
の
納
め
た
保
険
料
は
、

次
の
よ
う
に
私
た
ち
に
大
き
な
利
益

を
も
た
ら
し
ま
す
。

一
、
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
財
政
投

　
融
資
な
ど
で
運
用
さ
れ
、
運
用
利

　
益
を
生
み
出
し
、
国
民
年
金
制
度

　
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

二
、
お
年
寄
り
の
年
金
は
、
み
な
さ

　
ん
の
納
め
た
保
険
料
・
運
用
利
益

　
・
国
か
ら
の
負
担
金
に
よ
っ
て
支

　
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ア
、
６
５
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

　
イ
、
病
気
・
ケ
ガ
の
障
害
で
働
け

　
　
な
く
な
っ
た
時
障
害
基
礎
年
金

　
ウ
、
万
一
の
と
き
、
奥
さ
ん
や
お

　
　
子
さ
ん
に
は
遺
族
基
礎
年
金

　
そ
の
ほ
か
保
険
料
は
、
み
な
さ
ん

の
住
宅
・
療
養
施
設
・
厚
生
福
祉
施

設
な
ど
の
建
設
に
も
融
資
資
金
と
し

て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
保
険
料
は

大
切
な
も
の
で
す
。
「
自
分
の
た
め

三
、
自
分
や
家
族
は
、
次
の
年
金
が
　
　
に
」
そ
し
て
「
み
ん
な
の
た
め
に
」

…
…
…
…
・
…
…
・
・
・
・
…
…
…
・
・
・
ｊ
・
＝
・
・
・
・
＝
‘
・
・
＝
・
…
…
・
…
…
’

保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

J②

｢下坪遺跡｣

発掘調査よ１

　
前
回
に
続
き
、
羽

生
田
下
坪
遺
跡
発
掘

訓
告
の
成
果
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
か
ら
は

前
回
紹
介
し
た
河
原

石
を
使
っ
た
石
室
を
も
つ
古
墳
の
ほ

か
に
、
写
真
の
よ
う
な
円
形
の
据
を

も
つ
占
頂
が
三
基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
・
ふ
Å
汽
ぅ
　
ま
い
そ
う

　
残
念
な
が
ら
頂
丘
と
埋
葬
施
設
は

削
ら
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

円
形
に
め
ぐ
る
堀
（
幅
丁
五
ｍ
、
深

さ
約
〇
・
八
ｍ
）
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
堀
の
大
き
さ
か
ら
推
定
す
る
と

直
径
1
2
ｍ
ほ
ど
の
円
頂
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
堀
の
中
か
ら
は
五
個
体
ほ
ど
の
完

全
な
形
の
土
器
（
坏
）
が
出
土
さ
れ

て
い
ま
す
、

　
こ
の
古
墳
も
河
原
石
の
有
畜
を
も

つ
古
墳
同
様
、
約
一
、
五
〇
〇
年
前
に

作
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図

Ｗ／

勧り

　
貸
出
券
を

　
　
　
持
っ
て
ま
す
か
？

・
図
書
館
の
本
を
借
り
る
と
き
は
必

ず
持
っ
て
未
て
く
だ
さ
い
。

・
貸
出
券
は
、
本
館
と
移
動
図
書
館

共
通
の
も
の
で
す
。

・
貸
出
券
の
な
い
方
は
、
申
込
書
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
券
は
す
ぐ
に
で
き
ま
す
が
、

移
動
図
書
館
で
申
込
む
場
合
に
は
、

券
を
お
渡
し
す
る
の
は
次
の
巡
回
の

時
に
な
り
ま
す
。

○
も
し
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
再

発
行
で
き
ま
す
の
で
、
図
書
館
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
再
発
行
の
時
は
、
日
数
三
遊
間
）

と
手
数
料
（
５
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
※
以
前
に
申
込
ん
で
い
た
だ
き
な

　
が
ら
、
貸
出
券
を
ま
だ
受
け
取
ら

　
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お

　
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
　
移
動
図
書
館

ｏ
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
裏

　
・
４
月
２
７
口
内
　
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
（
県
立
図
書
館
の
巡
回
の
都
合
に

　
よ
り
、
今
年
度
は
時
間
が
変
わ
り

　
午
前
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
、
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
（
次
の
巡
回
は
、
６
月
1
4
日
用
）

ｏ
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
校
庭

　
・
４
月
２
６
目
印
　
午
後
２
時
３
０
分

　
　
（
安
塚
は
、
昨
年
度
と
同
じ
時
間

　
で
す
。

　
　
（
次
の
巡
回
は
、
５
月
1
7
日
出
）

　
　
○
図
書
館
の
催
し

ｏ
紙
芝
居
と
絵
本
の
会
（
「
ひ
ば
り
の

　
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
亘

・
４
月
２
２
日
出
　
図
書
館
児
童
室

　
　
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分

・
だ
し
も
の
ー
か
め
の
て
も
し
ー
・

　
　
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
・
な
り
た
が
り

　
　
や
の
く
も
な
ど
で
す
。

○
読
書
会

・
５
月
1
2
日
㈲
　
午
後
１
時
３
０
分

・
テ
キ
ス
ト
　
津
島
佑
子
著

　
　
『
夜
の
先
に
追
わ
れ
て
』
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二
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
Ｉ

を
目
的
に
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
、

児
童
手
当
を

　
受
け
ら
れ
る
方

　
義
務
教
育
入
学
前
の
児
童
を
含
む

仁
ハ
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
Ｌ
養

育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
所
得
制

限
限
度
額
内
の
場
合
に
ノ
ー
番
ロ
の

児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
、
な
お
、

自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ

の
児
童
を
監
護
し
、
二
心
の
生
計
関

係
が
あ
れ
ば
、
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
入
学
前
の
児
童

に
は
、
病
的
、
発
育
不
完
全
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
就
宇
田

難
と
認
め
ら
れ
、
現
在
、
就
学
し
て

い
な
い
児
童
も
含
ま
れ
ま
す
、

供
に
っ
い
て
は
、
月
豹
．
、
斤
○
○
円

務
教
育
に
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
の
三
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
手
続
き

○
児
童
手
当
認
定
請
求
書

　
初
め
て
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
右
岸
児
童
手
当
の
支
給
を
す
で

に
受
け
て
い
る
方
（
受
給
者
）
で
、

町
外
か
ら
千
生
町
に
移
っ
て
き
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
児
童
手
当
認
定
請

求
書
を
役
場
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
児
全
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

書
を
提
出
さ
れ
た
翌
月
分
か
ら
支
給

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
緊
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
の
場
八
‥
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
勤
務
先
に
児
童
手
当
認
定
請

求
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

〔
特
有
鎔
付
〕

　
昭
和
６
１
年
６
月
か
ら
平
成
３
年
５

月
ま
で
の
開
、
児
皇
子
当
の
役
割
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
児
童
手
当

の
所
得
要
件
に
該
当
し
な
い
た
め
、

児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者

ま
た
は
公
務
員
の
う
ち
、
収
入
が
一

定
白
狐
に
満
だ
な
い
か
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
支
給
額
は
、
児
収
Ｆ
当
と
同
じ
で

す
。

特
例
給
付
の
手
続
き

　
手
続
き
は
児
童
手
当
と
同
様
の
届

け
や
請
求
書
を
提
出
す
る
ほ
か
、
特

例
給
付
の
受
給
者
が
被
用
者
で
な
く

な
っ
た
場
介
に
は
、
「
特
例
松
竹
受

給
事
由
消
滅
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
県
令
手
当
や
特
例
給
付
に

　
つ
い
て
、
詳
し
く
は
福
祉
課
児
童

　
福
祉
係
（
�
ハ
ニ
ー
コ
且
四
）

　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鍛
え
た
技
を
竹
刀
に

第
三
回
町
民
剣
道
大
会

　
　
　
　
三
月
十
二
日

大
会
仏
果
（
優
勝
者
）

ｏ
士
三
上
一
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
石
川
浩
士
（
羽
剣
ク
）

ｏ
小
学
ご
〒
四
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
秋
沢
俊
幸
（
羽
剣
ク
）

ｏ
小
学
五
上
八
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
青
柳
悛
介

ｏ
中
学
生
男
子
の
部

言
言

　
優
勝
　
鈴
木
帰
京
市
中
）

ｏ
中
ず
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
小
林
慶
子
（
南
犬
飼
巾
こ

○
一
般
の
部

　
優
　
勝
　
　
福
居
英
徳

技
と
力
で
一
本
／
・

第
三
回
町
民
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
三
月
二
十
六
日

試
介
結
果

○
少
年
の
部

　
優
　
勝
　
北
條
兼
や
千
生
北
小
）

ｏ
中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
古
葉
明
宏
（
南
犬
飼
中
）

○
一
般
の
部

　
優
　
勝
　
臼
井
宏
明

ヽ 一
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へW〆

地
価
公
示
価
格
を

　
土
地
取
引
き
の
目
安
に

　
平
成
元
年
の
土
地
の
公
示
価
格
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
価
格
は
、

○
住
居
地
域

ｏ
中
央
町
三
二
七
番
三
（
中
央
町
二

　
Ｉ
Ｔ
五
）
　
　
六
四
、
言
○
○
円

Ｏ
安
塚
宇
下
原
六
一
九
番
四
五

　
　
　
　
　
　
　
六
一
、
八
〇
〇
円

○
第
一
種
住
居
専
用
地
域

ｏ
大
師
町
人
二
辻
番
三
外
実
姉
町

　
一
五
上
二
二
▽
五
三
、
二
〇
〇
円

ｏ
幸
附
言
丿
目
三
四
〇
二
番
五
一
（
幸

　
町
ニ
ー
ニ
○
－
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
七
〇
、
四
〇
〇
円

国
が
地
価
公
示
法
に
基
づ
い
て
、
土
　
　
○
安
塚
宇
西
南
原
八
七
じ
番
四

地
の
売
り
手
や
買
い
手
と
異
な
る
立

場
で
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を
表

わ
し
た
も
の
で
、
毎
年
盲
二
日
現

在
言
調
査
し
、
四
月
一
日
に
そ
の
結

果
を
公
示
す
る
も
の
で
す
。

　
奉
灯
で
は
、
九
ケ
所
が
公
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
の
閲
覧

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
財
政
課

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

竹
筒
昌
昭

　
　
　
　
　
　
　
四
五
ノ
ー
○
○
円

○
近
隣
商
業
地
域

ｏ
中
央
町
二
三
六
番
（
中
央
町
五

　
－
二
四
）
　
　
八
じ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ｏ
藤
井
干
拓
坪
コ
亘
三
番
ニ

　
　
　
　
　
　
　
▽
ハ
、
六
〇
〇
円

〇
七
ツ
石
字
柴
田
内
じ
辻
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ノ
入
○
円

ｏ
安
塚
宇
西
原
言
。
ハ
辻
番
［
。

　
　
　
　
　
　
　
一
’
四
、
一
〇
〇
円

人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
付

○
印
は
昇
任
・
　
（
　
）
は
旧

言
偏
甘
課
長
兼
児
童
館
長
（
福
祉
洋
行

若
井
弘
▽
総
務
課
主
幹
（
商
工
観
光
課

主
幹
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
大

久
保
和
》
総
務
課
主
幹
（
祉
全
教
育
課

主
幹
兼
稲
葉
地
区
・
南
犬
飼
地
区
公

民
館
長
）
小
谷
野
稔
▽
商
工
観
光
課

主
幹
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
穏

社
会
体
育
洋
長
補
佐
兼
祉
全
休
育
係

長
）
○
塚
田
征
夫
▽
税
務
洋
主
幹
兼

保
険
担
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
保

険
担
保
亘
○
粂
川
邦
夫
▽
商
工
観

光
課
主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
（
商
工

観
光
洋
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）

○
増
淵
陽
三
▽
祉
公
教
育
渫
主
幹
兼

壬
生
中
央
・
稲
葉
地
区
・
南
犬
飼
地

区
公
民
館
長
｛
祉
公
教
育
洋
主
幹
兼

壬
生
中
兜
公
民
館
長
｝
伊
藤
仁
一

▽
企
圃
財
政
課
艮
補
佐
兼
企
圃
調
埜

係
長
（
税
務
課
資
産
税
係
ザ
ｏ
伊

藤
佳
雄
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
税

係
長
（
福
祉
課
児
童
福
祉
係
長
）
Ｏ

柴
七
郎
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
児
童
福

祉
係
長
（
祉
公
教
育
洋
長
補
佐
兼
祉

全
教
育
係
長
）
森
国
益
夫
▽
商
工
観

光
洋
長
補
佐
兼
統
計
係
長
（
商
工
観

　
　
　
　
　
）

光
課
統
計
係
穏
ｏ
木
野
内
友
明
▽

社
会
体
育
江
社
会
体
育
係
長
（
企
画

財
政
江
企
画
調
整
係
長
）
坂
田
和
男

▽
社
公
教
育
課
社
公
教
育
係
長
（
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
査
）
○
枝
茂
男

▽
保
健
伴
上
告
（
総
務
課
主
査
）
松

水
鶏
代
▽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
査

　
（
保
健
課
主
査
）
青
本
紀
▽
建
設
課

上
告
（
都
市
計
画
課
主
査
＝
栃
木
県

県
兜
地
域
問
発
事
業
団
派
遣
）
入
江

高
男
▽
児
全
館
全
会
（
第
一
保
育
所

保
け
）
○
高
年
和
子
▽
税
務
課
生
害

　
（
税
務
江
主
事
）
○
渡
辺
好
央
▽
税

務
課
主
査
（
税
務
課
主
事
）
○
臼
井

渋
二
▽
都
市
計
画
課
主
査
＝
栃
木
県

県
央
地
域
開
発
事
業
団
派
遺
（
都
市

計
画
浮
上
事
＝
栃
木
県
県
失
地
域
開

発
事
業
団
派
遣
）
○
中
村
隆
伸
▽
水

道
課
主
査
策
道
課
主
事
］
○
高
山

美
智
子
▽
福
祉
課
主
査
（
福
祉
課
主

事
）
○
黒
須
さ
わ
子
▽
福
祉
課
主
査

　
（
住
民
江
主
事
）
○
小
口
美
紀
▽
税

務
課
主
立
（
税
務
課
主
事
）
○
沖
薫

▽
壬
生
小
学
校
主
査
（
壬
生
小
学
校

主
事
）
○
田
辺
久
枝
▽
壬
生
東
小
学

校
主
告
♀
生
東
小
学
校
主
事
）
ｏ

大
久
保
美
枝
▽
睦
小
学
校
主
査
（
睦

小
学
校
上
古
○
長
美
智
子
▽
壬
生

中
学
校
主
査
呈
生
中
学
校
主
事
）

○
鮎
出
方
ｎ
▽
南
犬
飼
中
学
校
全
会

　
（
南
犬
飼
中
学
校
主
事
）
○
古
川
葉

ｎ
▽
第
二
保
育
所
主
査
（
第
二
保
育

所
保
母
）
○
佐
藤
啓
子
▽
第
三
保
育

所
主
査
（
第
三
保
育
所
保
母
）
○
大

山
朝
子
▽
第
三
保
育
所
主
査
（
第
三

保
育
所
保
母
）
○
半
田
律
子
▽
第
五

保
育
所
主
査
（
第
五
保
育
所
保
母
）

○
岡
田
基
子
▽
第
五
保
育
所
主
査
（

第
五
保
育
所
保
母
）
○
増
田
孝
子

▽
住
民
課
主
事
（
福
祉
課
主
事
）
武

藤
仁
▽
都
市
計
画
課
主
事
＝
栃
本
県

県
央
地
域
開
発
事
業
団
派
遣
（
税
務

課
主
事
）
野
渾
栄
▽
住
民
課
南
犬
飼

出
張
所
主
事
（
福
祉
課
主
事
）
大
関

昭
子
▽
第
五
保
育
所
公
社
（
建
設
課

技
手
）
高
本
信
治
▽
建
設
課
技
手
（
第

五
保
育
所
公
社
）
渡
辺
公
夫

証
言

　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
石
崎
大
門
▽
石
塚
久
子
▽
藤
平
定

夫
▽
田
島
好
子

新
採
用

　
　
（
四
月
一
日
付
）

▽
教
務
課
主
幹
　
東
川
武
正
▽
税
務

課
主
事
袖
　
増
田
利
幸
▽
住
民
課
主

事
袖
　
田
中
史
子
▽
福
祉
課
主
事
補

坂
本
由
美
▽
総
務
課
主
事
補
　
伊
渾

忠
美
▽
第
一
保
育
所
保
母
　
星
野

沢
衿
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プ
ロ
サ
ツ
カ
ー
選
手
を

目
指
し
て

　
安
塚
小
六
年

　
　
　
　
　
鈴
木
　
達
也

Ｊ顧幽幽馥鮑鮑､､。

　
ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の

選
手
に
な
る
こ
と
で
す
、

今
、
ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

隠
く
の
ゆ
め

学
校
の
先
生
に

　
　
　
な
り
た
い

　
安
塚
小
五
年

　
　
　
　
　
清
水
　
麻
子

　
私
は
将
来
、
小
学
校
の
先
生
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

　
も
し
、
私
か
小
学
校
の
先
生
に
な

ま
す
。
小
学
校
で
練
習
を
し
て
、
う

ま
く
な
っ
て
、
中
学
位
や
高
校
に
、

行
っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
、
試

合
に
出
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
が
あ
る
と

思　そ　しゝ

い　し　つ
ま　て　も

す　見　｀
　゜て　見

ぽ　い　て

く　る　い
も　と　ま

　゛す
そ　う　　゜

ん　ま

な　い

ふ　な

う　と

　　に

今な

　｀　り

ぼた

く　い

は　で

　｀す

右　ｃ

ウ

イ

ン

グ

を

や

っ
て
い
ま
す
が
、
旬
日
旬
日
、
練
習

を
積
ん
で
、
右
ハ
ー
フ
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
で

活
躍
し
た
い
で
す
。

昌
治
‰
）
⑨
節
節

っ
た
ら
、
私
の
う
け
も
っ
た
生
徒
達

が
い
い
人
に
な
る
よ
う
に
、
小
学
校

の
う
ち
か
ら
き
ち
ん
と
勉
強
を
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
こ
れ
は
、
夢
で
ま
だ
な
れ

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
、
六
年
生
は
特
に
、
大
切
な
時
期

で
す
。
中
学
生
の
心
の
準
備
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
に

大
学
も
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
に
が
ん
ば
り
、
こ
の
夢
が
か
な
う

よ
う
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

ﾐj　健康ガイド

？健康について

呂　　語り合おう

は
、
「
す
べ
て
の
人
民
が
旺
能

な
最
高
の
健
康
水
準
に
到
達
す

る
こ
と
」
を
目
的
に
、
一
九
四

八
年
四
月
七
日
に
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
を
「
世
界
保

健
デ
ー
」
と
し
て
毎
年
、
世
県
共
通

の
標
語
を
揚
げ
、
匪
県
の
人
々
の
疾

病
予
防
と
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
世
界
保
健
機
関
の
活
動
内
容
は
、

医
療
技
術
の
研
究
、
環
境
衛
生
や
精

神
衛
生
の
向
卜
な
ど
幅
広
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
保
健
衛
生
の
分
野
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

健
康
は
み
ん
な
の
力
で

　
「
日
本
で
は
す
で
に
先
進
国
の
仲

間
入
り
を
し
、
何
も
心
配
す
る
こ
と

は
な
ヤ
な
ど
と
思
っ
て
い
る
ぢ
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
け
れ
ど
も

わ
た
し
た
ち
現
代
人
の
健
康
を
む
し

ば
ん
で
い
る
病
気
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
が
ん
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の

は
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
喫
煙
や
食
生
活
、
あ
る

い
は
ス
ト
レ
ス
や
環
境
破
壊
な
ど
が

原
囚
で
起
こ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
個
人
個
人
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
サ
ア

イ
（
地
域
）
で
疾
病
を
防
ぐ
正
し
い

知
識
を
は
ぐ
く
み
、
お
互
い
に
健
康

を
守
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
今
年
の
世
界
保
健
デ
ー
の
共
通
標

語
は
、
「
健
康
に
つ
い
て
語
ろ
う
」

で
す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

よ
り
多
く
の
人
と
健
康
に
つ
い
て
、

話
し
介
う
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
）

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

ｏ
金
七
、
一
六
二
円
あ
す
な
ろ
玖
縁

ｏ
金
七
六
、
三
〇
八
円
（
第
一
回
）

　
　
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
縁

○
企
一
二
、
〇
〇
〇
円
梁
鳥
欣
哉
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

ｏ
金
二
五
、
二
七
五
円

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
歌
謡
合
縁

ｏ
金
四
〇
、
三
九
一
円
　
シ
ン
ユ
ー

　
ス
ト
ア
内
フ
レ
ン
ド
顧
客
一
同
様

ｏ
金
五
〇
、
〇
〇
〇
円
上
辻
ト
ヨ
縁

○
金
八
、
四
五
二
円

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
縁
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